
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたにとって「今日」は辛いものですか？ 

それとも楽しいものですか？ 

私達はあなたに出会えて幸せです。ありがとうございます。 

 

人生は一日一日の積み重ね、だからこそ「今日」一日を全力で楽しみたい。 

「今日」一日を楽しいと言えることは、人生を楽しいと言えることに繋がっているように思います。 

私たちは、日々沢山の夢を描き、その夢を共に追う仲間に出会えたことで 

「今日」、そして「人生」を楽しんでいます。 

そんな私たちの「感動」と「成長」の物語です。 

製作者 今浪 陽子 

牛島 直樹 

監修  廣瀬  慶 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ギックリ腰になり通院しましたが、２回目ぐらいの通院で 

痛みがなくなり、とても嬉しかったです。 

また肩・首などの痛みもなくなり、 

生活も今まで以上に元気で送れるようになりました。 

皆さまの元気の良い対応で、とても清々しい気持ちで帰宅できます。 

これからも皆さん、よろしくお願いします。 

（40 代男性 A.Y さん） 

 

 

●みんな先生がおもしろい＆優しいから、 

通うのがとっても楽しい！！ 

痛みがなくなっていくのも嬉しい！ 

本当にありがとうございます！ 

（10 代女性 Y.M さん） 

 

 

●こちらでお世話になって一ヵ月になろうとしております。背中、腰の筋肉を痛めて 

随分辛い思いで苦しんでおりました。 

そして、こちらのチラシ広告を見て、思いきって伺ってみました。 

スタッフの皆さんの明るい笑顔とバイタリティーに溢れた院内で感動しました。 

矯正治療を受けて、身体がすっかり軽くなって、世界が明るくなった感じです。 

思いきって治療にきて良かったと思います。 

ありがとうございます。 

（70 代女性 M.I さん） 

 

 

●若い先生方の元気で明るい元気にパワーをもらい、 

毎日の様に通院したおかげで痛みも取れていきました。 

明るい声を聞くだけで元気になるような気がします。 

これからも頑張って通院して一日も早く元気になろうと思っています。 

（60 代男性 Y.H さん） 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●毎日辛くて、何かに、どこかに頼りたくて、ふと目にしたのがポストに入っていた 

貴院のチラシでした。チラシの先生方の明るい笑顔に誘われて来院しました。 

想像以上に明るい院内の先生方の元気の良さに治療に通うのも苦にはなりませんでした。 

痛みも、ずいぶん楽になり本当に感謝しています。 

これからもどうぞ末永くよろしくお願いします。 

毎日来たいほど気に入っています。 

元気をありがとう♡ 

（40 代女性 A.O さん） 

 

 

●こちらでお世話になりましたら、肩、腰の痛みが以前より良くなりました。 

出来れば、日にちを開けずに通院したいのですが、 

なかなか来れないのが残念です。 

こんな短期間で変化があるとは思いませんでした。 

もっと早くこちらに来れば良かったと思いました。 

今後とも、ぜひよろしくお願いします。 

スタッフの皆様本当にありがとうございます。 

（20 代男性 Y.U さん） 

 

 

●整形外科にしばらく通ったのですが、まったく治らず、 

こちらを知り、約一週間の通院で徐々に日常生活も楽になってきました。 

更に調子が良くなっていくのが楽しみです。 

（60 代男性 M.K さん） 

 

 

●はじめは居酒屋のような？威勢の良さに圧倒されましたが、 

慣れてきたら治療後に身体も心も元気になっている自分がいました。 

スタッフの皆さんがいつも明るいので気分良く帰れます。 

足の痛みが強いので、完全に治るまでは時間がかかりそうですが 

これからもよろしくお願いします。 

ブログも楽しく拝見していますので、 

またおもしろいのをお願いします。 

（30 代女性 Y.S さん） 
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●日に日に痛みが無くなってきている感じがします。 

毎日楽しい治療を受け本当にこの整骨院を選んで良かったと思います。 

（30 代男性） 

 

 

●初めて来た時の印象は、とても和やかな雰囲気で、少し緊張していたのですが、 

すぐリラックスできました。最初にとてもていねいな説明をしていただいて、 

自分の悪いところが分かったので、ここに来た時だけでなく、自分の日常でも 

意識して生活することができました。 

来る前に比べて、腰も楽になりましたし、一周間でどんなに疲れても、マッサージ 

をしてもらえるし～♪という思いがしたので気が楽でした。 

とにかく背骨の歪みが取れる爽快感がたまらないので、通い続けます。 

これからもよろしくお願いします。 

（20 代女性 M.T） 

 

 

●初めてここに来た時、スタッフのみなさんが元気で、フレンドリーに接してくれて 

すごく良かったです。 

また、自分の悪い所や生活習慣にまで目を向けてくれて、こうしたら絶対にいいなど 

アドバイスをたくさんくれました。 

また、そのアドバイスは自分にもすぐできるようなことを言ってくれるので、ために 

なることばかりです。 

最初どこの整骨院に行けばいいか迷っていたけど、ここに来てよかったです。 

また、自分の近くに同じく腰痛などで悩んでいる人がいたら紹介したいと思います。 

（20 代男性 E.Y さん） 

 

 

●2 ヶ月前に肩を痛めました。整形外科にも通いましたがなかなか良くならず悩んでいました。 

そんな時にこちらのチラシを見て、すぐに予約させていただきました。 

初めは緊張していたのですが、治療法を詳しく教えてくださったり、 

アドバイスもたくさんいただいて、とても安心して治療を受ける事ができました。 

通う度に痛みがなくなり、朝も普通に起きられるようになりました。 

毎朝つらかったので、とても嬉しかったです。 

先生方のおかげで、普通の生活を送れるようになりそうです。 

本当にありがとうございました。 

（30 代女性 M.I さん） 
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●10 代の頃から偏頭痛、腰痛、肩こりに悩まされていた私は、妊娠出産を機に 

症状が悪化し、吐き気、倦怠感も酷くなりファミーに来ました。 

1 回目の施術でスーッと体が軽くなるのを体感し「ココしかない！！」と思い 

通い始めました。産後体重が７kg 戻らないのも悩みだった私は、ファミーで 

ダイエットコースがあると知り、すぐにやってみたい！と始めました。 

半分終わったところで体重は－４kg♪ 

体重が減った事ももちろん嬉しいですが、長年薬が手放せなかった頭痛がなくなった 

こと、腰痛、肩こりが緩和され、清々しい毎日を送れるようになったことが何より 

嬉しいです。先生方皆さんが親身になってアドバイスして下さるので絶対に 

目標体重まで諦めず頑張ります。 

（30 代女性） 

 

 

●ギックリ腰をしたのをきっかけのお付き合いとなりましたが、ここで施術していただけて 

良かった・・・と紹介してくれた同僚に感謝、スタッフの皆様に感謝です。 

1 回目は違いが良く分かりませんでしたが、心地よく、詰めて通ったのも幸いしたのか 

あれよ、あれよという間に痛みも忘れてしまいました。 

自分の事をいつも後回しにしていましたが、考えも変わりました。 

せっかくいただいたご縁です。これからも宜しくお願いします。 

（40 代女性 M さん） 

 

 

●スタッフの方がすごく優しくて明るくて安心できます。 

治療も頑張って、痛みをなくすことができました。 

本当に親身になって応対してくださることが嬉しいです。ありがとうございます。 

（20 代女性） 

 

 

●初めての土地で初めての治療院だったので正直不安な部分もあったのですが、 

毎回とても親切に接して頂き、体もそうですが気持ち的にも楽になりました。 

又、定期的にお伺いしたいと思います。 

ありがとうございました。 

（30 代女性 S さん） 
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●以前より下半身太りが気になっていましたが、自分で運動、ダイエットしても効果が 

みられず悩んでいました。 

引っ越し転職を機にファミーに通いだし、下腹部の張りが気になると言われ、子宮筋腫が 

みつかり現在光線治療中。 

ダイエットの方は、あんなに痩せることのできなかった太ももも５㎝近く細くなり、肋骨も 

見えにくくなったのに最近しっかり鏡に写るようになり、ウエストは３ヵ月で７㎝も 

細くなり、20 才台のくびれ・・・なつかしいくびれに会うことができ、本当に思い切って 

ファミーに電話してよかったと思います。 

（30 代女性 H さん） 

 

 

●病院に通って薬をもらって毎日塗っていました。 

良くなったり悪くなったりの繰り返しで、完全には治りきれなく、毎日ぬり薬を 

塗っていました。 

治療を始めて、薬を思い切ってやめ、ひどくなっても、ここで薬を塗ったらまた同じ事の 

繰り返しと思っていたのですが、少しずつ良くなってきているのが分かったので 

治療をやってきて良かったと思いました。 

諦めてしまいそうになっていたのですが、毎日やってきて良かったと思います。 

（5 才男児 S 君） 

 

 

●両足がとても重たくて、太ももにも痛みがありました。 

ここに通っているうちに、体も楽になってきて、とても嬉しいです。 

今、とっても体調が良くて、自分の悪いところがはっきり分かりました。 

特に首の矯正がお気に入りで、した後はスッキリします。 

ここに来て、とても良かったです。先生方ありがとうございます。 

（70 代女性 T.A さん） 

 

 

●半年前に腰に強い痛みが出て、何度か病院を替えたりしながら治療してきましたが、 

やる事はいつも一緒で、根本的な痛みは和らぐどころかキツくなることもありました。 

ここの治療院はチラシで何度か見て知っていましたがなかなか行く勇気が出ませんでした。 

実際に行ってみると先生方も皆親しみやすく、気取った感じもなく好感を持てました。 

治療も終わり通院始めた頃に比べると、大分、痛みが和らいだ気がします。 

今後も痛みが出ないように、できる限りマメに通院して思いっきり運動が出来る体を 

取り戻したいです。 

（40 代男性 S さん） 

↕╪─  

 

お姑さんの介護疲れですっかり元気をなくしてしまった患者さん。 

少しでも楽になってもらおうと普段はしてない背中のマッサージを提案。 

いつも疲れきってほとんど寝ているので、この日も無言で施術。 

身体は硬くてキツイのが伝わってきたので時間をかけてほぐした。 

施術後、元気な声で「ハー！すっきりした！なにかポーンと抜けたみたい！」 

と言ってくれて笑顔で帰ってもらえたので嬉しかった。 

 

 

 

  

 

担当している患者さんの子供から手紙をもらった。 

絵と右下に”これからもママをよろしくおねがいします。 

いつも笑顔でいてね” 

と書かれた手紙。 

子供の素敵な気持ちに感動し。 

すごく嬉しくなった。 

 

 

 

╖╪⌂№╡⅜≤℮ 

 

スタッフの誕生日には何らかのサプライズを考える。 

ある時の誕生日にはスタッフから色紙の寄せ書き、 

さらには患者さんに声かけてくれ、 沢山の方からのお祝いの嵐。 

それから前にボソッと「圧力なべ欲しーな」 

と呟いたのを覚えててくれてみんなでプレゼントしてくれた。 

次の誰かの誕生日には「もっと凄いことしてやるぞ～」と燃えた一日でした。 

 

 

 

Ɽ꞉כ─  

 

患者さんに「先生に出会えて良かった。」と言われた。 
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『喜びの声』 

●腰が痛くて来ました。 

初めて整骨院に来たのですが、私の中で整骨院と言えば、古ぼけた部屋で 

ボキボキ骨をならされるイメージでした。 

でも来てみると、すごくキレイで清潔感のある部屋でした。 

矯正治療やマッサージなどでとても気持ちが良いものでした。 

先生方は笑顔で楽しく話をしてくれるので、あっという間に治療は終わり、 

スッキリした気分で帰ることができました。 

（20 代女性 K.K さん） 

 

 

●一年前、交通事故で首を痛めてからいろいろな病院で治療を受けてきました。 

ですが、保険会社には示談をすすめられるし、治療は納得いかないし、と 

悩んでいた時、この整骨院を知りました。 

治療をしてもらい、痛みの軽くなった事、軽くなった事！ 

先生の説明も分かりやすく、半年間通わせて頂いて今はすごく調子がよいです。 

ファミーのみなさんお世話になりました。 

先生、示談の事まで相談にのってくれてありがとうございました。 

また、家族を連れてきます。 

（50 代女性 A さん） 

 

 

●こちらでダイエットするようになって、冷えをあまり感じなくなりました。 

私は常に足の先が冷たくて、いつもジンジンしていました。 

それが今では足が温かく感じるようになりました。すごいと思いました。 

（30 代女性） 

 

 

●いつも笑顔でむかえていただいてありがとうございます。 

ホッとして安心して治療を受けることができます。 

腰痛で通院していたが、いつの間にかダイエットを含めて健康な体になることに 

前向きに取り組む気持ちが高まって来た事に自分でもおどろきながらも喜んでいます。 

ありがとうございます。 

感謝の気持ちはダイエット成功の形であらわしていきたいと思います。 

これからもよろしくお願いします。 

『一緒に！』がとってもうれしいです！ 

（40 代女性 K さん） 

╖╪⌂ ⅝  

 

一緒に仕事している仲間。 

休日に遊びに行ったりキャンプしたり食事をしたり旅行したり 

同じ時間を楽しく過ごせること、提案に乗ってくれること、 

「行きましょう！」と声をかけてくれる事、笑いあえる事が嬉しい。 

自分が言葉足らずで伝えることがうまく出来ないけど、 

メンバーでいてくれる事がありがたい。 

 

 

 

 

 

  

 

新入社員の面接の時、「人間関係が悪くてやめました。 

皆、陰口を言ってるんです」と聞いて気付いた。 

うちの会社って皆、面と向かって言うから陰口ないな。 

 

 

 

 

 

  

 

予約時間がズレてしまい、随分待たせてしまった患者さん。 

その日は、その人が前に「すごく美味しい！」と言っていたが、 

なかなか手に入らないお菓子を偶然出張先で見つけたので買って帰って 

いろんな事を話そうと思っていたのに怒って帰ってしまった。 

その後来てくれるか心配だったが、いつもと変わらない様子で来てくれ 

お菓子も喜んで受けとってくれた。 

そして、その患者さんは旅行に行ったからと 

伊勢神宮の御守りの鈴を私の為に買ってきてくれた。 

楽しく通ってもらっていたのに期待を裏切ってしまった苦しさがあったが 

お互いの想いを伝えるきっかけになり、 

その人の想いがありがたかった。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↕╪≤  

 

僕は人と話すのが苦手で、自分の殻に閉じこもっているタイプでした。 

患者さんとうまく話せず、注意される事もありました。 

そんな僕を変えてくれたのは、患者さんたちでした。 

最初に通ってた整骨院は、港町で気さくな人が多く、 

話しかけることが出来ない僕に逆に話しかけてくれました。 

なんでもないような世間話をしているうちに互いの事を知って 

仲良くなれるようになりました。 

自分から話す事も出来るようになり、 

そうすると来てる患者さんはいろんな悩みがある事に気づきました。 

治療で来ているのでどこか悪いのは当たり前ですが、 

他にも体質のことやストレスなど沢山の悩みを聞いて 

少しでも人の為にできることをしたいと思うようになりました。 

それからしばらくして、いつも通り患者さんと話していると 

自然と治療の話ができていることに気がつきました。 

誰かの為に行動すると自分を変える事ができました。 

治療家としても成長できると知ってこの仕事をして 

本当に良かったと思いました。 
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笑顔・・・自分の笑顔で相手を笑顔にする 

    

                 

感謝・・・素直に「ありがとう」と言葉にする 

      

              

感動・・・常に期待以上の事をする 

     

  

     

    

 

３つの連鎖で心を豊かに 

 

ファミーを通じて世界を元気に！  

    

     

 

ₐ ─ ₑ 

 

ừ ⌐≤╠╦╣∏ ─√╘⁸ ─√╘⌐ ≈ↄ∆ ╩ ≤∆╢     

                                         

ừ ⅜ ↑№™ ∆╢   

ⱨ□Ⱶכ⌂╠ ⅜ ⅎ╠╣╢⁸ ⌐ ╩ ⅎ╢   

                                     ↓∏ⅎ  

ừ№╡⅜≤℮⅜ ╣╢  

  ™─№╡⅜≤℮⅜ ╕√ ⇔™₪№╡⅜≤℮€╩ ╗ ∕╣⅜╕↕⌐ ≢∆                            

                                        

 

ừ ╣√ ⅜ ♪▪╩ ↑√ ⌐ ╖⅜ ⅝ ┬╟℮⌂ ─ ™   

                                        

 

ⱪꜝ☻─  

 

最初は不安な少し暗い表情できた患者さん。 

悩みを聞いていくと、少しずつ心を開いてくれて 

自分の事を話すようになった。 

「初めて会ったのに、すごく癒された」と言われた。 

電話で悩みを聞いた時自分に何ができるだろう、 

この人の心をどうしたら少しでも楽にしてあげられるだろうと想い、 

目の前にしたら救ってあげたいという気持ちが更に強くなった。 

この人の笑顔を見たいと本気で思った。 

この患者さんの治療を通して気付いたこと、 

それは、整骨院に対して皆多少の恐怖や不安を持っていることでした。 

手技をするときも患者さんの緊張が伝わってきます。 

逆に僕の不安も伝わっていました。 

整骨院の中にいる白衣を着ている限りは 

歳、経験に関係なく患者さんからみれば「先生」だから 

常に堂々としないといけないと思いました。 

そして少しでも患者さんにリラックスしてもらって 

治療を受けてもらって最大の効果を与えたいと思いました。 

僕のいる院は患者さんとのコミュニケーションを一番に考えています。 

どうすれば抱えている悩みを話してくれるか、 

そして納得して上で治療してもらうために 

こらからも沢山勉強して沢山患者さんと仲良くなって 

信頼の厚い偉大な先生を目指します。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

╦╢ ∟ 

 

ここで働き始めた頃は、 

初めは施術をすることでいっぱいになっていました。 

会話をしようとすると手が疎かになる。 

施術をすると会話が....  

両方一緒に！がどうも難しく、 

まずは体で覚えようと夜仕事が終わった後、 

他の先生に体を借りて施術の練習をさせてもらいました。 

だんだんと体が覚えるようになり、 

いつの間にか手を動かしながらでも会話ができるようになっていました。 

楽しく会話したり、時には悩みを聞いたり。 

そして久しぶりに入った患者さんに 

「キレイになれ、キレイになれ」 

とおまじないの様に想いを込めて施術をしました。 

すると「すごく気持ちが良かった！！またお願いできますか？」 

と笑顔で言われたんです。 

気持ちが伝わった！嬉しく思いました。 

そして「ありがとう. 」と笑顔で予約を取って帰りました。 

患者さんに育てられてるんだな... と実感し感謝しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そう考えた時、自分にばかり目が向いていて、 

本当に大切にすべきものが見えていなかったことに気付きました。 

もちろん、まだまだ自分勝手な人間ですが、 

大切な人が笑顔になった時、これまでとは違う温かい幸せを感じる自分がいます。 

「大好きな家族、友人たちといつまでも笑顔でともに生きていく。」それが、今の夢です。 

両親が生き方で示してくれたように、大切な人を守るために生きていきたい。 

当たり前の日常を守っていく強さを身につけたいです。 

この会社に出会わなければ、こんな風に思うことは出来なかったと思います。 

これから「仕事」という時間を使って、この会社に精一杯恩返ししていきます。 

毎日、感謝の気持ちを持って、生活を送ることができている自分は 

本当に幸せだと、いま胸を張って言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇔™  

 

この会社との出会い、そして新しい接骨院の立ち上げや 

様々な事にチャレンジさせていただくことが出来て、 

本当に幸せに思います。未熟ながらも、思考錯誤しながら進んでいく日々が、 

また環境が、自分に本当の夢を気付かせてくれたからです。 

思えば僕は、昔から自分のことしか考えられない人間だったように思います。 

いつも他人や環境のせいにして、「自分が傷つかないこと」、それを最優先に生きてきました。 

社会に出る時には、大学まで必死に進めてくれた両親の苦労を知っていながら、 

「本当にやりたいことに巡りあえていない」と、就職さえまともにできませんでした。 

普通に就職して、普通の生活をおくる。それを受け入れることは、自分が何もできない人間であると 

認めるようで、その時の僕には、とても怖いものでした。 

そして、とってつけたような大きい夢を掲げ、 

いつからか弱い自分を見ないようになっていました。 

この会社を選んだのも、「ここなら何か大きなことが出来そう」、そんな曖昧な期待感からでした。 

この会社で教えてもらったこと。それは、仕事のやり方ではなく、生きる上で大切な考え方・姿勢で 

あるように思います。この会社には、くじけそうな時、常に前を走って、 

勇気を与え続けてくれる上司がいます。 

お互いの未熟さを認め合いながら、ともに成長し合える仲間がいます。 

この会社での出会いを通して、僕はこれまでの生き方を見直すようになりました。 

ないものばかりを嘆いて、今あるものに全く感謝できていなかった自分。そんな自分を受け入れて、大

切にしてくれた友人や両親。自分は、その人たちとどんな風に向き合ってきただろうか。 

与えてもらうことばかりを考えて、自分から何かをしてあげたいなんて思いもしなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ₐ ₑ 

 

僕は、将来整骨院の先生になりたくて、専門学校に通っている間の 

社会勉強として、今の会社に入社させてもらいました。 

マッサージの技術や他人への思いやりなど、 

沢山のことを学ばせてもらっています。 

今では、自分よりも後輩のスタッフも増えました。 

新人のスタッフたちの頑張る姿に学んだこともあります。 

新人スタッフに抜かされそうになった時、 

初めて自分がその場の対処法でしか過ごせてないと気付きました。 

将来の為に勉強がしたいと入社したのにも関わらず 

日々の生活に慣れ、目的がずれて無駄な時間を送っていました。 

それからは本来の目的のために、 

真剣に取り組むようになりました。 

そして今、僕の事を必要としてくれて 

学校に通いながら仕事を続けることができています。 

先輩の期待にこたえるため、悩んでいる患者さんのため、 

そして自分の為に頑張っています。 

いつかは自分で整骨院をだし、 

今度は自分が以前の僕のような人の手伝いをしたいとおもいます。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⌐ ╢ ╡  

 

私たちの所にはいろんな悩みを抱えた患者さんがきます。 

沢山話を聞いて沢山の悩みを知り、 

「一人では無理だった事も二人で一緒に解決していきましょうね。」 

と納得、理解できるまで時間を取ってお話します。 

私たちが目標への道を教え、 

アドバイスしてあげながらも楽しくモチベーションを上げてあげる。 

そして毎回、来て本当に良かった！！ 

また頑張ろう♡と笑顔で帰ってもらえる、 

ウチの接骨院と出会えてよかったと思える場所でありたいと思っています。 

感動して笑顔で帰ってほしいと思っていますが、 

逆に私たちが感動や笑顔をもらう事のほうが多いのかな...  

とも思います。 

ウチの患者さんで毎回素敵な笑顔で、 

いつもニコニコ楽しそうに来院する患者さんがいました。 

半年間通われていたので、とても仲良くなりいろんなお話をしました。 

そして最後の日はクリスマスでした。 

クリスマス二人で過ごせましたね～。など 

冗談言いながら笑いながら施術を終え、 

いつも通り受付に戻ろうとしました。 

そしたら、急に後ろから呼び止められ 

サプライズで手紙とプレゼントを渡してくれました。 

「先生、ありがとうございました。先生のおかげで目標クリアしました！」 

といつもの笑顔で、私は驚いて固まったままプレゼントを受けとりました。 

私のためにこんな準備してくれていたんだ！プレゼント選んでくれたんだ！ 

と思うと嬉しくて嬉しくてたまりませんでした。 

家に帰ってもずっと手紙をみていました。 

喜んでもらいたい想いが伝わって、 

きっとそれに対する想いをプレゼント、手紙にして伝えてくれたんだ。と思い。 

また悩んでる患者さんの為に頑張ろう！と思いました。 
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この院の特徴は皆が皆をとても思いあっていること、 

そして皆が院をより良くしていこうとそれぞれ向上心にあふれている事です。 

だから皆と一緒にいるのはとても楽しく、また、自分の成長を実感することもとても嬉しい。 

そんな自分の今やるべきことはより多くの患者さんを幸せにすること、 

それに伴い自らが成長すること、ただそう思っていた。 

仕事が終われば家に帰り、食事をし、風呂に入り、自分の調べ事を多少した後眠りにつく、 

そんな毎日を送っていたある時、自分の一番大事な人を泣かせてしまった。 

新婚生活が始まって間もなく、不安なことやわからないことがたくさんあったと思う、 

それでもなお、自分にいつも合わせてくれていた嫁、夜、疲れて寝てしまう自分に 

次の日の着替えまで夜のうちに用意してくれ、朝は頑張ってまだまだ苦手なお弁当の 

用意もしてくれる、そんないつも自分に合わせてくれる嫁に甘えていた。 

その時は、今後、またちょっと家の時間が少なくなる、と伝えた時だった、 

少しだけ悲しそうな返事の後、ふと何気なく視線を向けると、 

嫁が隠れながら静かに泣いていたのである。 

涙もろい嫁であり、今までも何度も涙は見てきたが、怒るでもなく、自分を責めるでもなく、 

涙を見せまいと泣いていたのを見るのは初めてだった。 

これまで、ずっと我慢をしてくれていた、あまりかまってあげられない自分、気づかず甘え、 

頼り切っていた自分、そんな自分に嫁はいつも尽くしてくれていた。 

「私たち家族のために働いてくれている」「夢のために頑張っている」そう思うと文句の言葉が出ず、 

責める事もできず、隠れて泣いてしまったとのことだった。 

瞬間、自分がどれだけ自分勝手だったかを恥じ、 

そこまで支えてくれていたことにただ感謝の気持ちしかなかった。 

今なお、嫁は自分でも仕事を始めつつも自分を支えてくれている、今では、 

それまでの生活をどこか「当たり前のもの」と思っていた自分を殴ってやりたいくらいである。 

自分の生活が、どんな想いで支えられているのか、それを知ってしまった後では 

もう手を抜く行為はできない、 

今までもそんなつもりはなかったが今後はさらに全力を出さなければならない。 

そして、患者さん、スタッフ、そしてなにより家族に、 

いつか飛び切りの幸せをプレゼントしたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⅜™╢⅛╠ 

 

私の夢は、患者さんもスタッフも皆の笑顔が絶えない接骨院をつくることです。 

これまでの私がもっていた接骨院のイメージは「絶対的な上下社会」、 

「失敗は許されない」そんな印象がありました。 

そのため私はいつのまにか「個性」を出すことがとても苦手になっており、 

気づけば、「失敗しないこと、嫌われないこと」を最優先する癖がついていました。 

優先することはまず自分の仕事を無事終わらせること、 

問題が起きた時もまず「自分のミスだろうか」と責任について考えてしまうこともありました。 

たしかに、表面上嫌われるということは少なかったかもしれません、 

でも、そこには「自分」という個性が無く、好かれる事も少なかったのでは、と思うのです。 

今この会社に入ってすごいと思うことは、スタッフに上下関係がほとんどないこと、 

それは確かに「ぜんぜんないか？」と聞かれれば少しはあるかもしれない、 

でも、どんな人の意見でもしっかり耳を傾けてくれる、悩みがあればちゃんと聞いてくれる、 

決して頭ごなしに「こうだろう」と言うのでなく悩みを持った人の視点で考えてくれる。 

そして、失敗を責めない。 

もちろん失敗により誰かに迷惑をかけることは良いことではない、 

それでも、その失敗に意味を見出してくれる、そして「次はこうしよう、同じミスはもうしないぞ」 

そんな気持ちにしてくれる。 

だから私はうちのスタッフ全員が大好きです、 

今は自由に「自分」を出すことができる、今までの癖からまだ若干他人との距離感に戸惑う事、 

「そこまで踏み込んでいいのかな？」と思うことも多いけれど、 

皆と一緒にいる事で「思いやる」事が自然になってきている感覚がある。 

今気にしているのは「自分の失敗」ではなく「全体の失敗」 

失敗が許されるとはいっても防げるならそれに越したことはない、 

「北区接骨院」が動き始めてまだ日は浅い、誰しも「これはどうしようかな」と思うことは多いが、 

最近になり自分の視野が広く全体を見れるようになっていることに気付いた。 

もちろんまだそんな大したレベルではない、 

それでも、今なら昔の失敗も「ああ、あれはそういうことか」と理解できる。 

そんな成長がただ嬉しい。 

院全体を見ることで、他のスタッフが何に困っているのかが解る、 

そんなときに助けになることができるとスタッフの笑顔が見れる。 

これが、とてもやりがいになっている、いつか、そんな笑顔の絶えない職場を作り、 

地域の方の悩みを取り除いていけたらと思います。 
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株式会社ファミーに入社して４ヶ月。 

スタッフの皆をはじめ、家族や私の周りのみなさんのおかげで 

私は、毎日を楽しく笑顔で過ごせている。 

入社する前に院内見学をさせてもらった時点から、 

スタッフの気持ちの良いあいさつ、笑顔、温かさがとっても印象的でした。 

入社してからも温かく迎えてもらい、こちらがお世話になる方なのに 

スタッフから花束を頂いたりと感動しました！！ 

仕事をしていく中で、こんなに「ありがとう」と言われたこと正直なかったです。 

何に対しても、どんなことでも「ありがとう」がすんなり出てくる。 

当たり前のようですが、私には当たり前にできてませんでしたから・・・ 

感謝の気持ちがあっても言葉に出すということが少なかったです。 

こんなにたくさんの感謝の言葉が飛び交う職場が楽しくない訳がありません。 

そして、この会社で働いていく中で、私自身も変化してきました。 

これまでなかなか口に出せなかった「ありがとう」を 

自分から積極的に伝えるようになりました。 

すると、自分の身の回りの人たちも少しずつ変化してきたのです。 

一番すぐ変化が分かったのが、主人。 

結婚も早く今まで（今も）たくさんケンカしてきました。 

お互いの存在が当たり前になってしまい、 

何に対しても「感謝」の気持ちを持てなくなっていました。 

仲が悪いというわけではありませんが、気が付けば笑顔は減ってました。 

しかし、私が「ありがとう」を伝えるようになってから、 

主人の様子も変わってきました。 

まず、主人も「ありがとう」と感謝の気持ちを伝えてくれるようになりました。 

そして、「仕事がんばって」や「ご苦労さま」という言葉を 

かけてくれるようになりました。 

最大の変化は現在２歳になる子供のオムツ（大）を初めて替えてくれた事です！！ 

（上の子供２人の時は一度もなかったんですよ） 

私はこの時ほど驚き＆感動をした事はありません。（我が家では重大な事なんです！笑） 

少しずつですが、夫婦の間で何かが変わってきているのは確かです。 

今度は、この姿を三人の子供が見て 

同じ気持ちを持って育っていってくれたら・・・と信じています。 

サロンを経営している母から、人間関係の相談をされた時には、 

自分の体験を踏まえて、まずは「ありがとう」をたくさん言ってみて、 

自分が変化する事だよと伝えました。 

すると以前は娘の言う事はまったく聞いてくれなかった母が素直に聞いてくれ、 

「ありがとう」と言ってくれたんです。 

今こんな風に思える事、気づく事ができたのは、 

ファミー（社長はじめスタッフの皆）のおかげです。 

そして入社する前に働けるように理解し、協力体制をとってくれた家族、 

そしてファミーへの応募に悩んでいた私にきっかけを作ってくれた友人、 

つまりは私の周りのすべての人のおかげです。「ありがとう」私は、今幸せです！！ 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

™╛╡─  

 

 

自分が新しく入社した会社は、港町にある小さな接骨院です。 

そこに来院する患者さんは、５０歳～９０歳と高齢の方がほとんどです。 

朝、会社に行くと受付の前のイスで、朝一に予約が入っている患者さんが、 

患者さんが着る施術着をたたみながら、「おはようございます！」と 

笑顔であいさつをし、準備を手伝ってくれてました。 

自分は、ここでは患者さんに準備を手伝わせているの？と 

不思議な光景にビックリしてました。 

しかし現場では、先生と患者さんが家族みたいに会話していて、 

とても楽しそうに治療を受けられていましたし、 

先生達をとても信頼している雰囲気でした。 

自分は当時、接骨院や治療院という場所は、先生が黙々と治療をしていて、 

あまり会話の無い状態で、「はい、いいですよ！お疲れ様でした。」と 

そっけないイメージでしたが、ここでは患者さんの悩みに真剣に耳を傾け 

色々とおせっかいと思われるぐらいにアドバイスをしていました。 

ただ治療に来れば良いという訳じゃなく、 

家で出来る事もしっかりやる事で少しでも予防して欲しい！ 

患者さんの事を家族のように真剣に考えてる治療院だと感じ、 

朝、患者さんが準備を手伝ってくれる事も、納得できました。 

「思いやる心」が少なくなってきた今の時代に、 

こんなに患者さんの事を考えて治療する治療院は 

「なかなか無いぞ！！」と、感動しました。 

これから、ファミーの先生として患者さんに笑顔になってもらえるように頑張ります。 

 

 

 

 

⅛╠ ┼ 

 

自分の夢は「一生お付き合いの出来る接骨院（場所）」を作っていく事です。 

自分は大分のファミー午後の整骨院で、一生のお付き合いができる環境を作る事に力をいれてきました。 

これは、患者さんだけでなくスタッフも一緒です。どういった事が一生のお付き合いになるのか？ 

ただ、職場だけのお付き合いではなく、プライベートも含めて付き合っていく、「生きていくという枠」

で付き合っていく。その中で、私達の理念である「笑顔」「感謝」「感動」に共感してもらい、人生の友

として一生お付き合いをしていきたいと考えています。ファミー午後の整骨院でやってきた事を、 

この北区接骨院でもやっていけば患者さんやスタッフと一生のお付き合いをしてもらえると信じて、

日々、自分自身への理念の浸透に励んでいます。そんな想いを持ちながら、毎日、北区接骨院で 

ゆかいなスタッフと患者さん達と、一緒に楽しく笑顔で生活をさせていただいています。 

 

自分は子供の頃、あまり家庭環境が良くなく、家に親がいない事が多かったので、家に帰ると 

部屋に明かりがついている。そして、家族と笑顔で何げない会話をするという、 

当たり前の生活に憧れを持っていたのを覚えています。そんな影響なのか、 

子供の頃から「仲間がいること」「そばに人が居てくれること」が、ただそれだけが、 

どれだけありがたい事なのかを、心のどこかで子供ながらに、なんとなく感じていたと思います。 

ですから、北区接骨院を通じてゆかいな仲間と患者さんに出会えたことが、心からうれしいと感じます。

名古屋での開院当初は、地域が変わってもウチは受け入れてもらえるのか？不安な所はありましたが、         

毎日通われる患者さん達の笑顔や、スタッフの笑顔、そして皆の成長のおかげで 

「いけるんじゃないか！？」と、自分にも少しずつ自信が付き、光がみえてきたところです。  

しかしこの先、まだまだ様々な困難があると思います。 

自分は、いえ自分達は、日々、自分自身への理念浸透を心がけ、その困難に立ち向かいます 

私たちは「人を大切にする」という事を全力でやっていきます。 

その先に「一生のお付き合いが出来る接骨院（場所）」はあると信じています。 

困難は皆と協力して乗り越えて、感動は皆で分かち合って 

「夢を叶えられる場所」を、また一つ創ります。 

今以上に、北区接骨院を、そして地域を「笑顔」と「感謝」と「感動」であふれる「場所」にします。 

そんな「場所」で皆と成長出来る事がとても楽しいです。 

私は幸せ者です。ありがとうございます。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≈─  

 

自分の夢の一つに、一人でも多くの方に、 

事故による痛みを感じてほしくないと言うものが有ります。 

以前、交差点での事故で首にムチ打ちを負い、接骨院に通って以来の夢です。 

免許取得前に同乗で二回の追突事故被害、免許取得後に三回の廃車級自損事故に遭い、 

その夢は揺るぎないものになりました。 

そして、治療家としての資格を得て、痛みに悩む方々と向き合う立場になりました。 

当院にいらっしゃる患者様の話を聞くと、知り合いに事故に遭われた方がいたり、 

過去に事故に遭い、その痛みが何年も続いていると言う方が何人もいらっしゃいます。 

また、実際に最近事故に遭い、その痛みを如何にかしたいと思っている患者様もいらっしゃいます。 

自分はそう言った方々の不安、痛みを解消する存在でありたいです。 

 

もうひとつの夢は、皆と住みよい場所を創ることです。 

開院前の準備、チラシ配り、プレオープンの予約取り、 

その時に院のジャケットを使う事で、院の事を知ってもらおうとしていました。 

朝、昼、夕とその為に院の外に出ました。 

その時に「地域の方達に、少しでも気持ち良く一日を過ごして欲しい」と言うことで、 

チラシを配る前に地域を掃除をすることにしました。 

 １日３回も掃き掃除をしているのに、なぜか、その度に歩道に吸い殻やガム等が沢山落ちていました。 

開院してからも毎朝、院の周辺を掃き掃除しました。すると、明らかにゴミが減っているのです。 

以前、１日３回掃除していた時の１回のゴミの量と比べて、 

最近の１日１回の掃除のゴミの量が少ないのです。 

これは私達の想いに地域の方達が共感してくれたのではないでしょうか？ 

私達が地域の為により良い事をすれば、地域もそれに応えてくれる。 

それが実感でき、心から幸せを感じました。 

そして、それが私達の活力となり、より良い街をさらに創りたいと思える、 

そう思える事が本当にありがたいです。 

今以上に地域を笑顔いっぱいの素敵な街にしていきます。 

 

 

 

≠⅝ 

 

ファミーの整骨院には、日々色んな患者さんが来ています。 

患者さんの中に、脳梗塞になって右半身があまり動かず、 

目にも白内障を抱えている方がいました。その患者さんは、 

「やれる事をやらなきゃ！！」と 笑顔で 

左半身のストレッチに必死に取り組んでいました。 

私は、その姿を見て涙が出てきました。 

自分は普段何も気にせず身体を動かして、 

自分に都合が悪い事があれば逃げたり、 

人のせいにしたり、自分には関係ないと、 

自分勝手な行動をしてきました・・・ 

しかし、この患者さんは、自分の体のハンデから逃げず、 

やれる事を一生懸命やっている。 

中途半端な自分をとても情けないと思いました。 

今を一生懸命に全力で生きている患者さんに 

気づかされ涙が止まりませんでした。 

治療院には、色んな希望を持った患者さんが沢山来られます。 

これからの自分に何が出来るか分かりませんが、 

１人でも多くの患者さんに希望の光を見せて上げれるように 

「ファミー」で働きたいと思います！！ 
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私は今、毎日が楽しい！！毎日が笑顔で過ごせている！！ 

心から、そう思います。 

今までたくさんの仕事をやってきましたが、 

こんなに楽しく笑顔で過ごせる仕事（職場）はありませんでした。 

好きな仕事を選んできたはずなのに、 

笑顔が無い、イライラしている、楽しくない・・・  

その時は何でか分かりませんでしたが、 

ファミーに入社し、いろんな経験を通して 

やっと気付きました！！ 

「いつも他人のせいにしていた」「周囲に感謝してなかった」など、 

たくさん自分に原因があったということが・・・ 

私は母の経営するサロンで６年仕事をしていました。 

その当時５名程スタッフがいた時もあったのですが、 

一気に３人やめたりなど大変な時期もありました。 

当時の私は辞めていったスタッフの事を責めていて、 

開き直って次入ってくるスタッフをまた迎え 

そしてまた辞めての繰り返しでした。 

その時私自身に原因があるとも気づかず・・・ 

当時のスタッフの気持ちを思えば私が楽しく笑顔でなく、 

いつもピリピリしていたからみんなも楽しくなかっただろう。 

仕事に来たくない時もあっただろうと・・・   

自分で自分が悲しくなり、情けなくなり、悔みました。 

大切なことに気付けた今は、 

感謝の気持ちを忘れず、この会社で日々を一生懸命生きていきたいと思います。 
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私の夢は、まわりを笑顔にする事。自分が心から笑顔でいる事です。 

これまでは事務的対応、業務的な対応で目の前にある事を終わらせようとする事だけ 

考えてきました。 

仕事上それが当たり前のように思っていました。 

私はそんなに仕事が早く出来る方ではなく、他の人からはその事で何度も指摘され、 

自分がミスをしたら強い口調で叱られ、陰口を言われて・・・ 

それが嫌になって辞めてしまいました。 

気がつけば「自分は能無し」「出来損ない」と思うようになり、 

どうせ同じ事を繰り返すだけだと思ってしまい、諦める事が多くなりました。 

自信が持てなくなり、ネガティブな考えをするようになりました。 

そんな時に、このファミーと出会い入社しました。 

研修の間はいろいろ勉強しました。 

開院に向けての準備や受付の練習、電話対応の練習を毎日やりました。 

これまでやってきた仕事とは違うやり方だったので苦戦しました。 

上手く出来なくても社長や先生達に「今は慣れてなくても落ち着いてやれば出来るから」と言われ、 

アドバイスを頂きながら練習しました。嬉しかったです。 

 

 

プレオープンの予約の電話対応での事です。 

大切な事は患者さんのどこが痛くて辛いのか、悩みを聞く事。 

そう思いながら話しました。 

最初は不安そうにしていた患者さんも今痛い所を話し、 

悩みを聞く時はいろいろと話してくれました。気が付けば「何とか助けてあげたい。」 

と思えるようになっている自分がいました。 

電話が終わった後、まわりにいた先生達から拍手を頂きました。 

嬉しかった。 

少しずつでも自分に自信が持てるようになりました。 

そして、この仲間達に出会えてよかったと、心から感謝しました。 

そして現在、私は患者さんに笑顔で対応しています。 

沢山の患者さんと出会い、少しでも癒しになればと話を聞いています。 

気が付けば院内は笑いが絶えない場所になりました。 

仲間達と出会えなければ、今の自分は一生なかったと思います。 

まだまだ未熟な所がありますが、仲間達と共に、 

地域の方達を助けていきたいと思います。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⅛─√╘⌐ 

 

ファミーにくる患者さんは、みんな笑顔になっていく。 

痛みがあるときの表情って、みんな眉間にしわが寄ってしかめ面になります。 

痛みがだんだんと楽になっていくことで、表情もだんだんと変わっていきます。 

自然と笑顔になっていくんです。 

その笑顔は、あたし達の元気の源です。 

「早くここを知っていれば」「早くここに来たかった」 

こんな嬉しい言葉をもらえる職場ってないなあ。 

自慢の職場です。 

治療に入り、患者さんをマッサージするとき 

どれだけ苦労してきたか、頑張ってきたのか、体から伝わります。 

色んな仕事がありますが、共通している事は、 

「誰かのために一生懸命働いていること」 

その姿にいつも勇気をもらい、 

日々の診療に全力で取り組むことができます。 

ありがとうございます。 
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いつものある日 

私はいつもの時間に、いつもの様に出社した。 

「おはようございます」皆も元気に挨拶をしてくれる。 

「？」でも何か違う・・・ 

いつもの様に笑顔で挨拶が返ってきたが・・・？ 

あわてて何かを片づけた？・・・ 

しかし、あまり気にせず、ミーティングを開始。 

午前中の治療、午後の治療も、いつもの様に楽しく行えた。 

よ～し、あとは片づけをして今日は早めに帰宅するかな！ 

掃除機を片手にコンセントを差し込もうとしたその時・・・ 

急に部屋が真っ暗に！停電？・・・と、その時・・・ 

「ハッピバースデートゥ～ユ～、ハッピバースデートゥ～ユ～」 

ろうそくの明かりの後ろからスタッフがぞろぞろ・・・ 

「？」「あれ？・・・」「あぁ～そうか！」 

その日は私の３５回目の誕生日でした。 

ケーキに歌に、そしてプレゼントと手紙！ 

さらには患者さんからのメッセージを 

１冊のしおりにまとめてくれた物（*^_^* ） 

きっと何日も前から忙しいのに準備してくれたに違いない・・・ 

やばい・・・泣きそう・・・ 

プレゼントは私が大好きな車のラジコンカー 

手紙を読んでもらっている間、 

涙をこらえるのに必死でしたが、がまんできず・・・ 

み゛んな゛、あ゛りがどぉ～ぅぅ！！ 

私は、こんなにも多くの仲間に支えられていると気付けました。 
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私の長所は、元気な声と笑顔。面接に来た時も、 

初めて会う患者さんにも「こんばんは」と元気に挨拶していました。 

もともと、人と接する仕事が大好きな私。 

何よりも人の笑顔を見たくてずっと人と接する仕事をしてきました。 

ファミーに入社したかったのも、困っている患者さんを笑顔にしたかったからです。 

また、私自身も、ヘルニア、子宮頚癌など病気をもっていて、 

入社する前に子宮の一部を切除する手術をしました。 

まだ結婚もしてない、出産もしてないのに、 

「子宮を切除しましょう」と医者から言われた時は、 

本当に「手術しか方法ないの！？」 

「切りたくない！！」と本当に嫌で泣いた日もありました。 

しかし、このまま切除しないとガンになってしまう・・・ 

将来の事を考えて手術を決意しました。 

退院後すぐ腰を痛め、足にしびれが出て、病院に行ったら、 

今度はヘルニアと診断・・・。 

「どうしたらヘルニアは治るんですか？？ 」 

「治療どうしたらいいんですか？？」と医者に尋ねたら 

「まだ大丈夫でしょう。悪くなってから手術しましょう。 

薬とシップをだしておきますね。」の言葉・・・。 

こんなに痛いのにそれだけ！！！ 

それから、色々と整骨院を探し、 

見つけたのが今の職場ファミーでした。 

私自体を治したいのもありましたが、 

何よりも同じつらい思いをしている人を助けたい。 

ファミーに早く出会ってれば、 

もしかしたら手術しなくて良かったんじゃないか・・・。 

手術をしたくない人、つらい思いをしている人、 

病院に行っても薬しか処方されなかった・・・など。 

そんな人を救えたら、笑顔に出来たらと思い、ファミーに入社しました。 

 

 

 

 

 

 

√⌂  

 

接骨院の補助として働くようになり半年くらいが過ぎたころ、 

美容が気になり始め社長や美容のスタッフからやってみないかと声がかかり 

少しずつ美容を勉強するようになりました。 

ダイエット、脱毛、トラブルスキンケア、マタニティ、アトピー、アイラッシュ、化粧品、健康食品…

たくさん覚えることがあり大変でしたが少しずつ覚え身体もなれてきました。 

初めはすごく緊張して話すか手を動かすかどっちかしかできず 

両方なんて無理！と思っていましたが、それも少しずつできるようになりました。 

患者さんに入るのはすごく楽しく、体質改善の話しや日常の話しなどいろいろ話し仲良くなりました。 

少しずつ患者さんも増え、ただ忙しさに追われ、いつしか日々同じことの繰り返しになっていました。 

そんな時は決まってカゼを引きます。いつもと同じ仕事なのに疲れます。 

いつの間にか、笑顔も減って、惰性で過ごす毎日・・・ 

そんな頃、声がかかりました。「名古屋で美容を始めるから責任者をやってくれないか？」 

初めはすごく悩みました。 

いま来てくれている患者さんや一緒に働いている先生たちに迷惑がかかるんじゃないかと思いました。 

いつもなら「チャンス！」と思えるのに・・・ 

不安でしょうがありませんでした。名古屋のスタッフはどんな人達かな？ 

受け入れてもらえるかな？知らない土地で上手くやれるかな？ 

心配ばかりのつのる日々・・・でも仲間に、上司に相談することで少しずつ・・・ 

「よし！やってみよう！いっちょ行ってみるか！」と思えるようになりました。 

はじめは、名古屋がどんなところなのか不安でした。 

でも北区接骨院のスタッフは笑顔で私のことを迎えてくれました。患者さんもいい人ばかりで、 

明るく笑顔がたくさんの院でした。スタッフとも患者さんともすぐ仲良くなれ、 

少しずつ自信をつけることができました。 

リンパマッサージをやらせてもらい患者さんに 

はいるようにもなりました。いつも「細くなれー」「きれいになれー」 

と気持ちを込めてマッサージしています。 

すると痛いけど気持ちいい！や脚が軽くなった！自分の脚じゃないみたい！と 

みなさんよろこんでくれました。その声がうれしくて私は頑張れているんだなぁ 

と改めて実感しました。 

名古屋にきてからは今まで以上に変化がはやく対応するのも大変ですが社長や仲間達、 

患者さん、多くの人に支えられ、成長することができているんだと思います。 

ありがとうございます。これからも出逢ったすべての人の心も身体も笑顔に！ 

を目標に一人でも多くの悩みをもっている方を手助けをしていきたい 

と思います。みんないつもありがとう。 

みんな～大好き～！！ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一からの勉強・・・覚えることが多く、 

知らない病名症状たくさんありました。 

「覚えてないから、また完璧じゃないから患者さんに入れない・・・」 

なんて言った時、社長から怒られました。 

「自分の家族、友達、恋人が助けを求めてたらどうするんだ！！！ 

覚えてない、自信が無いから助けないのか！！！ 

本当に助けたかったら、自分が今できることを精一杯やるだろうが！」 

と、一番最初に怒られた日、今でも覚えています。 

そして、入社した時の気持ち・・・ 

患者を救いたい、笑顔にしたくて治療家になったんだ！！！ 

入社した時の気持ちを忘れていました。 

ファミーに入って約２年、 

色々な患者さんの笑顔を見ることができました。 

患者さんから、「ここに来ると元気もらえるね！！」 

「先生達の元気で明るいあいさつが気持ちいいよ」と良く言われます。 

また、通院している患者さんからの喜びの声をもらった時・・・ 

本当に治療家になってよかったと思います。 

中には、イラスト付きで喜びの声を書いてくれたり。 

これからもたくさんの人を笑顔にするために、 

がんばっていきます。 
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膝を痛め曲げることができなくなってしまった訪問先の高齢の患者さん。 

自分のまだ少ない経験の中で、ここまで膝が悪い患者さんは初めてでした。 

これは長くかかるかもしれないなと思いながら治療を開始。 

治療後、「少し良くなった気がする、これからもお願いします」、と言われました。 

治療を始め２ヵ月ほど経ったころ、膝の方にも変化がでてきました。 

「まだ正座はできないものの中腰の姿勢ができるようになったよ」とのこと。 

「自分で切れなかった足の爪を切れるようになった」、「段差を超えるのが苦じゃなくなった。」 

そして「おかげで畑仕事を頑張れる」とやる気一杯でした。 

「あんまり頑張りすぎるとまた悪くなるかもしれないですよ」 

そう自分が苦笑しながら言うと、 

「自分が好きでやってる畑仕事だから少し辛くても頑張れる、もしまた悪くなっても先生が治してく

れるでしょ！」と言われた。 

自分が頼られているということが嬉しかった。 

そして、この患者さんのおかげで自信を持ち、治療家として 

そして人間として、 

また少し成長できている事を感じることができた。 

ありがとうございます。 

これからもチームの皆と、地域の人達に少しでも笑顔になってもらえるよう頑張ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅎ╢ ┼ 

 
 

 

街から外れた場所に、私の勤める｢治療院｣がある。 

腰痛･頭痛･生理痛・アトピー･ガン･糖尿病など、 

毎日、色々な悩みを抱えた人たちが来院する。 

その苦しむ患者さんを笑顔にする事が私の仕事。 

患者さんを笑顔にする為本気で話し合う事で、仲間と衝突もあったり 

患者さんを笑顔に出来ず涙がでそうな時がある。 

ただただ患者さんの笑顔が見たくて毎日、仕事をしている。 

そんな仕事が出来る私は幸せ者。 

ある日いつものように仕事をしていたら、仲間があわてて走って来て私に言った。 

「実家のお母さんが倒れたって！」「急いで病院に行って！」 

どうして？何があったの？頭が真っ白になった。 

女手一つで育ててくれた母 

父のいない私にとってたった一人の家族。 

その母が倒れた。 

病名は「脳内出血」 

｢この一週間が山でしょう・・・｣ 

病院のベッドで久しぶりに見た母は痩せ細っていた。 

言葉が出なかった。 

ただ、涙がこぼれ落ちた･･･ 

数日後の朝礼。心配そうに見つめる仲間。 

胸が痛い 

「心配かけてごめん」 

「そんな事は気にしなくていいよ」「それよりこれを」 

持てない程の大きな段ボール。 

会った事もない私の母へ仲間からの贈り物。 

贈り物には患者さんの名前もあった。 

みんなの想いに感動して涙が溢れた。 

私は一人じゃない、みんなに支えられている。 

そう思えたら少し元気が出た。 

この職場で仲間に大切な事を教えてもらった。 

それから２年･･･おかげで母は元気。 

今、健康でいられる幸せ。生きているという幸せ。 

母に教えられた。 

大切な人が笑顔でいてくれる事、感謝出来る人がいる事、 

仲間と仕事のお陰でこの幸せに気付けた。 

私は成長したい 

与えられる人から与える人へ。 
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二年近く通ってくださっている患者さん。 

年齢は自分のおばあちゃんに近いくらいだが、いまだに仕事をこなしてとても元気。 

毎回いろんな話をしてくれたり、 

旅行や買い物に出掛けては色んなものをプレゼントしてくれる。 

家族で旅行や買い物を楽しんでいるときでも、 

わたしのことを思い出してくれたんだな、と思うととても嬉しい 

そして、この感謝をなんとか伝えたいと思い、母の日を準備した 

ささやかな物だったが、サプライズプレゼントにとてもびっくりされ、 

涙を流して喜んでくれた。 

きっと、上辺のお付き合いじゃプレゼントをもらっても、 

お返しは義務的なものになってしまうと思う。 

どんなに豪華なものでも心に響かないし、なにも込み上げてこない。 

患者さんの喜ぶ顔をみて、胸があつくなった。 

そして、私たちはこの２年間で大切な絆を築けていたんだなと 

わたしも嬉し涙を流した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆａｍｍｙ午後の整骨院に入社して１年が経ちました。 

今まで県外の整骨院や整体院で働いていましたが、 

Ｆａｍｍｙ午後の整骨院は他の治療院と大きく違ったところがあります。 

それは、笑顔・感謝・感動という理念があることでした。 

ここでは、患者さんの訴えている症状を取り除くだけではなく、 

さらに患者さんにパワーを与えて元気になってもらうにはどうすれば良いかを 

真剣に考えます。 

そして、１人の患者さんが元気になることで、その家族が元気になり、 

そして地域が元気になり、さらに世界が元気になるということを真剣に考えます。 

ここまでくると、治療家とは一体何者かと思うのですが、 

私たちに出来ることは、１人でも多くの患者さんの症状を軽減し、 

普段の日常生活を楽しく、元気に過ごせる様、支援することです。 

この想いで患者さんの治療にあたり、 

私自信も笑顔、感謝、感動の数と共に成長し続けたいです。 
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約１年前、初めてファミーに来院された患者さんがいた。 

私が初診から数回治療に入らせてもらっていた患者さんがいた。 

その患者さんは、当時、母親が寝たきりで介護されていて、その忙しい間をぬって治療に 

来られていた。ある日突然治療に来られなくなり私は気になっていました。 

今年に入り、その患者さんからファミーに電話があり 

「坂崎先生にお電話下さるよう伝えて下さい」とのことだった。 

とても気になっていた患者さんだったので、「なんだろう？」と急いで電話をした。 

すると、自分が一生懸命介護していた母親が亡くなり、寂しかったが 

時間も経ち、やっと心の整理も着いたので治療に来たいという電話でした。 

もう私は、また電話して来てくれたこと、私の名前を覚えてくれたこと、 

そしてこのファミーにまた治療に来たいと言ってくれたことが本当に嬉しかった！ 

そして、もう一つ！その患者さんが、以前来られた時にお菓子作りが得意で私たちにシフォンケーキ

を作ってきますね♡と言ってた事をしっかり覚えていてくれて、 

その約束のシフォンケーキを作ってくれ、差し入れをしてくれた時は、 

もうメチャクチャ嬉しかったです。 

期間が空いても、また私達を頼って来てくれる…こんな嬉しいことは、 

本当にないって心から思えました！！感動しました！！ 

「先生こないだ教えてもらったストレッチやったら、痛みがラクになりましたー。 

ありがとうございます！！」 

「先生の声を聞くと、元気になります！！」「いつも元気だよなぁ」 

どの言葉も私のモチベーションを上げてくれるものばかり。ありがとうございます！ 

そして、仲間の先生たちにも感謝をしています。 

私が毎日、楽しく仕事が出来るのも先生たちのおかげです。 

子どもの行事や困っている事があれば、みんな嫌な顔をせず快く引き受けてくれる。 

そんな仲間達に囲まれ仕事ができる幸せ、喜びを本当にありがたい事だと思う。いつもありがとうご

ざいます。もちろん、家族にも感謝していますよ♡ 
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いつもにぎやかな整骨院。自分はその一部。入社してもうすぐ 2 年。 

自分には、小さな整骨院を出すという夢がある。 

学校を卒業する年、自分の進路に悩んでいた時に今の道を決めた。 

その他にもこれがいい、あれがいいんじゃないといろんな職業について話をしたが 

最終的に整骨院に決めたのには訳がある。 

自分は中学、高校とずっと母に迷惑をかけ続けてきた。 

その中で一生懸命向き合ってくれたがしばらく嬉しそうな顔を見ていなかった。 

そんな母が久しぶりに喜んでいる。それは整骨院から帰ってきたときだった。「肩が痛かったけど今日、

先生に治療してもらってよくなった！」と言った。 

その時の印象が強く、自分の手で直接人を喜ばせたいと思うようになり、今の道に進むことに決めた。 

入社してからは覚えることがたくさんあり、今までにない忙しい日々になった。 

半年が過ぎる頃には、資格を取りに学校に通い始めた。 

最初はしっかり両立できていたが、日が経つにつれ、学校が疎かになってきた。それが積み重なって学校

で大きな失敗をしてしまった。そのことを会社に伝えたのは最近。 

ずっと隠していた。短い時間しか出勤できない自分を頼ってくれ仲間として扱ってくれていた人たちに 

言い出せなかった。こわかった。このまま隠せないと思い告白したが、 

その時にはすでに社長を始め何人かの先輩は知っていた。 

自分の中だけで隠していたことが恥ずかしくなった。 

伝えた時、社長に言われた。 

「目の前のことばかり気にして夢が霞み選択を間違っている！」 

さらに「夢を忘れている！無意識に過ごすと人は安楽な方へ行ってしまう。それが今のお前だ！！」 

「私もそうだが、解決する能力がない未熟な自分が１人で何とかしようしても難しい。 

未熟なら知恵をかしてもらえ！私もそうしている。 

常日頃から全員が全力で助け合いながら突き進んでいるのに、 

自分一人で考えるのはチームワークを崩しているのも同然と私は思っている。 

理想の行動が取れなくなった時は仲間に相談することだ！！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「そしてもうひとつ。お母さんを悲しませるな！お母さんの喜ぶ顔を見たいという 

夢をいつも思い出せる様に工夫する事！意識や精神論、気持ちだけでは何も変わらない。 

具体的に生活の中に夢を忘れない仕組みを作れ！ 

分かるよな！？お前なら！！ 

分からないなら、それも仲間に相談しろ！」と。 

社長はよく夢や仲間といった言葉を口にする。 

その言葉に共感してみんなで一丸になってにぎやかな院を作り、人に感動を与える。 

それがこの会社の誇れるところ。自分もその中にいると思っていたが違った。 

こんな事を相談する事が、格好悪いと思っていた。夢に向かって走れてなかった。 

社長と話してそのことに気付かされた。そして自分が何をすべきか再確認させてもらった。 

今現在も前と 1 日の流れは変わらない。学校と仕事。しかし今は忙しくない。充実している。それは周り

の仲間に近づけたから。夢をいつも覚えているから。同じようにしっかりした夢を持って走れている。 

仲間が明るく引っ張ってくれる手を握れている。 

ここには沢山「見本」になる先輩がいる。 

他の会社に入ってたらあの時の悩みがあったかはわからない。 

だが、もしあった場合、今の様にはなれてないはず。 

今の自分があるのはこの会社に入社させてもらって、今の仲間に出逢えたから。 

ここは自分にとって最高の場所。今の素晴らしい環境にいれることへの感謝、あの時、社長に言われたこ

とを忘れずに熱い会社の中で多くの人に感動を与え、喜ばせる存在になりたい。 

まずは母から。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


